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電
で ん ち

池について

取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書 この取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書をよくお読
よ

みのうえ、正
ただ

しく安
あんぜん

全に遊
あそ

んでください。
お読

よ

みになったあとは、いつでも見
み

られる場
ばしょ

所に必
かなら

ず保
ほかん

管してください。

保
ほ ご し ゃ

護者の方
かた

へ　必
かなら

ずお読
よ

みください。

※ ここに示
しめ

した注
ちゅうい

意事
じこう

項は製
せいひん

品を安
あんぜん

全にお使
つか

いいただき、ご自
じしん

身や他
ほか

の人
ひとびと

々への危
きがい

害や損
そんがい

害を未
みぜん

然に防
ぼうし

止する
ためのものです。安

あんぜん

全に関
かん

する重
じゅうよう

要な内
ないよう

容ですので、必
かなら

ず守
まも

ってください。
《充

じゅうでんしきでんち

電式電池を誤
ごしよう

使用すると発
はつねつ

熱・破
はれつ

裂・発
はっか

火・液
えき

もれなどの危
きけん

険があります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》
●充

じゅうでん

電の方
ほうほう

法は、充
じゅうでんき

電器本
ほんたい

体の説
せつめい

明を絶
ぜったい

対に守
まも

ってください。
●ショートさせると大

だいでんりゅう

電流が流
なが

れ危
きけん

険です。絶
ぜったい

対にさけてください。
●分

ぶんかい

解・改
かいぞう

造・ハンダ付
づ

けしないでください。火
かさい

災、思
おも

わぬ事
じこ

故、ケガの原
げんいん

因になります。
●水

みず

や火
ひ

の中
なか

にいれたり、加
かねつ

熱しないでください。火
かさい

災、思
おも

わぬ事
じこ

故、ケガの原
げんいん

因になります。

《電
でんち

池を誤
ごしよう

使用すると発
はつねつ

熱・破
はれつ

裂・発
はっか

火・液
えき

もれなどの危
きけん

険があります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》
●＋－（プラスマイナス）を正

ただ

しくいれてください。
●ショートさせたり、充

じゅうでん

電、分
ぶんかい

解、加
かねつ

熱したり、水
みず

や火
ひ

の中
なか

にいれないでください。
●古

ふる

い電
でんち

池と新
あたら

しい電
でんち

池、いろいろな種
しゅるい

類の電
でんち

池をまぜて使
しよう

用しないでください。ショート、火
かさい

災の原
げんいん

因になります。
●万

まんいち

一、電
でんち

池からもれた液
えき

が目
め

にはいったときは、すぐに大
たいりょう

量の水
みず

で洗
あら

い、医
いし

師に相
そうだん

談してください。皮
ひ

ふや服
ふく

についた
ときは水

みず

で洗
あら

ってください。
●分

ぶんかい

解・改
かいぞう

造・ハンダ付
づ

けしないでください。火
かさい

災、思
おも

わぬ事
じこ

故、ケガの原
げんいん

因になります。
●水

みず

や火
ひ

の中
なか

にいれたり、加
かねつ

熱しないでください。火
かさい

災、思
おも

わぬ事
じこ

故、ケガの原
げんいん

因になります。
●使

しようご

用後は必
かなら

ず本
ほんたい

体の電
でんげん

源スイッチをO
オフ

FF にしてください。

《思
おも

わぬ事
じこ

故、ケガの原
げんいん

因になります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》
●小

ちい

さな部
ぶひん

品があります。口
くち

の中
なか

には絶
ぜったい

対に入
い

れないでください。窒
ちっそく

息などの危
きけん

険があります。
●ワニの首

くび

の後
うし

ろに指
ゆび

を入
い

れないでください。はさまれてケガの原
げんいん

因になります。
●本

ほんせいひん

製品は屋
おくない

内専
せんよう

用です。屋
おくがい

外では絶
ぜったい

対に使
しよう

用しないでください。正
せいじょう

常な操
そうさ

作ができないおそれがあります。
●対

たいしょう

象年
ねんれい

齢未
みまん

満の子
こども

供がいるところで使
しよう

用しないでください。また、対
たいしょう

象年
ねんれい

齢未
みまん

満の子
こども

供に使
しよう

用させないでください。思
おも

わぬ事
じこ

故、ケガの原
げんいん

因になります。
●使

しようまえ

用前に必
かなら

ず本
ほんたい

体・ワニワニガン（赤
せきがいせんじゅう

外線銃）に破
はそん

損箇
かしょ

所などがないか確
かくにん

認してください。
●ぶつけたり、ふりまわすなど乱

らんぼう

暴な扱
あつか

いをしないでください。
●使

しようご

用後は必
かなら

ず本
ほんたい

体の電
でんげん

源スイッチをO
オフ

FF にしてください。電
でんち

池の消
しょうもう

耗、思
おも

わぬ事
じこ

故の原
げんいん

因になります。

*注意（ちゅうい）

シューティング　イタイワニー

● 遊
あそ

んだあとは必
かなら

ず本
ほんたい

体の電
でんげん

源スイッチを O
オ フ

FF にしてください。電
でんげん

源スイッチを O
オ フ

FF にし忘
わす

れると電
で ん き

気が流
なが

れ、
電
で ん ち

池が早
はや

く消
しょうもう

耗します。

● 電
で ん ち

池も休
やす

み時
じ か ん

間が必
ひつよう

要です。休
やす

み時
じ か ん

間を入
い

れると、連
れんぞく

続で遊
あそ

んだときよりも長
なが

く遊
あそ

ぶことができます。

● 電
で ん ち

池は一
い ち ど

度に全
ぜ ん ぶ

部新
あたら

しい電
で ん ち

池と交
こうかん

換してください。古
ふる

い電
で ん ち

池と新
あたら

しい電
で ん ち

池をまぜて使
つか

うと液
えき

もれの原
げんいん

因となります。

● 「時
じ か ん

間をおいて動
うご

かすと少
すこ

し動
うご

くが、すぐ止
と

まってしまう。」　これは電
で ん ち

池を休
やす

ませることにより、
一
い ち じ て き

時的に電
で ん ち

池が回
かいふく

復するためです。全
ぜ ん ぶ

部新
あたら

しい電
で ん ち

池に交
こうかん

換してください。

アクションゲーム
対
たいしょうねんれい

象年齢
３歳

さいいじょう

以上
屋
おくない

内
専
せんよう

用

遊
あそ

ぶときの約
やくそく

束 ●本
ほんせいひん

製品は精
せいみつでんしかいろ

密電子回路や多
たすう

数のパーツを使
しよう

用しています。分
ぶんかい

解や改
かいぞう

造しないでください。
  ●使

しよう

用する場
ばしょ

所には、水
すいへい

平で凸
おうとつ

凹のない床
ゆかめん

面を選
えら

んでください。
  ●ストーブの近

ちか

くなど火
かき

気のある温
おんど

度の高
たか

いところには置
お

かないでください。

！本
ほんしょ

書の説
せつめい

明・注
ち ゅ う い じ こ う

意事項を守
まも

らずに発
はっせい

生した故
こしょう

障や破
は そ ん

損は有
ゆうりょうしゅうり

料修理となります！
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ON

OFF

本
ほん

　体
たい

ワニワニガン

各
か く ぶ せ つ め い

部説明

仕
し よ う

様

電
でんげん

源スイッチ 電
で ん ち

池カバー

エナジーボタン

セット内
ないよう

容

※実
じっさい

際の商
しょうひん

品とイラストは多
たしょう

少異
こと

なります。本
ほんたい

体：１台
だい

ワニワニガン：１台
だい

取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書（本
ほんしょ

書）：１冊
さつ

電
で ん ち

池カバー

1

電
で ん ち

池について
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とりあつかいせつめいしょ

扱説明書 この取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書をよくお読
よ

みのうえ、正
ただ

しく安
あんぜん

全に遊
あそ

んでください。
お読

よ

みになったあとは、いつでも見
み
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ばしょ

所に必
かなら

ず保
ほかん

管してください。

保
ほ ご し ゃ

護者の方
かた

へ　必
かなら

ずお読
よ

みください。

※ ここに示
しめ

した注
ちゅうい

意事
じこう

項は製
せいひん

品を安
あんぜん

全にお使
つか

いいただき、ご自
じしん

身や他
ほか

の人
ひとびと

々への危
きがい

害や損
そんがい

害を未
みぜん

然に防
ぼうし

止する
ためのものです。安

あんぜん

全に関
かん

する重
じゅうよう

要な内
ないよう

容ですので、必
かなら

ず守
まも

ってください。
《充

じゅうでんしきでんち

電式電池を誤
ごしよう

使用すると発
はつねつ

熱・破
はれつ

裂・発
はっか

火・液
えき

もれなどの危
きけん

険があります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》
●充

じゅうでん

電の方
ほうほう

法は、充
じゅうでんき

電器本
ほんたい

体の説
せつめい

明を絶
ぜったい

対に守
まも

ってください。
●ショートさせると大

だいでんりゅう

電流が流
なが

れ危
きけん

険です。絶
ぜったい

対にさけてください。
●分

ぶんかい

解・改
かいぞう

造・ハンダ付
づ

けしないでください。火
かさい

災、思
おも

わぬ事
じこ

故、ケガの原
げんいん

因になります。
●水

みず

や火
ひ

の中
なか

にいれたり、加
かねつ

熱しないでください。火
かさい

災、思
おも

わぬ事
じこ

故、ケガの原
げんいん

因になります。

《電
でんち

池を誤
ごしよう

使用すると発
はつねつ

熱・破
はれつ

裂・発
はっか

火・液
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もれなどの危
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記に注
ちゅうい

意してください。》
●＋－（プラスマイナス）を正

ただ

しくいれてください。
●ショートさせたり、充

じゅうでん

電、分
ぶんかい

解、加
かねつ

熱したり、水
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や火
ひ

の中
なか
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●古

ふる

い電
でんち
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でんち

池、いろいろな種
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でんち

池をまぜて使
しよう

用しないでください。ショート、火
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災の原
げんいん

因になります。
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でんち

池からもれた液
えき

が目
め

にはいったときは、すぐに大
たいりょう

量の水
みず

で洗
あら

い、医
いし

師に相
そうだん

談してください。皮
ひ

ふや服
ふく

についた
ときは水
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で洗
あら

ってください。
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解・改
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造・ハンダ付
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みず
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ひ
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にいれたり、加
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おも

わぬ事
じこ

故、ケガの原
げんいん

因になります。
●使

しようご

用後は必
かなら
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ほんたい

体の電
でんげん

源スイッチをO
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FF にしてください。

《思
おも

わぬ事
じこ

故、ケガの原
げんいん

因になります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》
●小

ちい

さな部
ぶひん

品があります。口
くち

の中
なか

には絶
ぜったい

対に入
い

れないでください。窒
ちっそく

息などの危
きけん

険があります。
●ワニの首

くび

の後
うし

ろに指
ゆび

を入
い

れないでください。はさまれてケガの原
げんいん

因になります。
●本

ほんせいひん

製品は屋
おくない

内専
せんよう

用です。屋
おくがい

外では絶
ぜったい

対に使
しよう

用しないでください。正
せいじょう

常な操
そうさ

作ができないおそれがあります。
●対

たいしょう

象年
ねんれい

齢未
みまん

満の子
こども

供がいるところで使
しよう

用しないでください。また、対
たいしょう

象年
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齢未
みまん

満の子
こども

供に使
しよう

用させないでください。思
おも

わぬ事
じこ

故、ケガの原
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因になります。
●使

しようまえ

用前に必
かなら
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ほんたい

体・ワニワニガン（赤
せきがいせんじゅう

外線銃）に破
はそん

損箇
かしょ

所などがないか確
かくにん

認してください。
●ぶつけたり、ふりまわすなど乱

らんぼう

暴な扱
あつか

いをしないでください。
●使

しようご

用後は必
かなら

ず本
ほんたい

体の電
でんげん

源スイッチをO
オフ

FF にしてください。電
でんち

池の消
しょうもう

耗、思
おも

わぬ事
じこ

故の原
げんいん

因になります。

�注意（ちゅうい）

シューティング　イタイワニー

● 遊
あそ

んだあとは必
かなら

ず本
ほんたい

体の電
でんげん

源スイッチをO
オ フ

FF にしてください。電
でんげん

源スイッチをO
オ フ

FF にし忘
わす

れると電
で ん き

気が流
なが

れ、電
で ん ち

池が早
はや

く消
しょうもう

耗します。

● 電
で ん ち

池も休
やす

み時
じ か ん

間が必
ひつよう

要です。休
やす

み時
じ か ん

間を入
い

れると、連
れんぞく

続で遊
あそ

んだときよりも長
なが

く遊
あそ

ぶことができます。
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で ん ち

池は一
い ち ど

度に全
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しい電
で ん ち

池と交
こうかん

換してください。古
ふる
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で ん ち

池と新
あたら

しい電
で ん ち

池をまぜて使
つか

うと液
えき

もれの原
げんいん

因となります。

● 「時
じ か ん

間をおいて動
うご

かすと少
すこ

し動
うご

くが、すぐ止
と

まってしまう。」　これは電
で ん ち

池を休
やす

ませることにより、一
いちじてき

時的に電
で ん ち

池が回
かいふく

復するた
めです。全

ぜ ん ぶ

部新
あたら

しい電
で ん ち

池に交
こうかん

換してください。

アクションゲーム
対
たいしょうねんれい

象年齢
３歳

さいいじょう

以上
屋
おくない

内
専
せんよう

用

遊
あそ

ぶときの約
やくそく

束 ●本
ほんせいひん

製品は精
せいみつでんしかいろ

密電子回路や多
たすう

数のパーツを使
しよう

用しています。分
ぶんかい

解や改
かいぞう

造しないでください。
  ●使

しよう

用する場
ばしょ

所には、水
すいへい

平で凸
おうとつ

凹のない床
ゆかめん

面を選
えら

んでください。
  ●ストーブの近

ちか

くなど火
かき

気のある温
おんど

度の高
たか

いところには置
お

かないでください。

！本
ほんしょ

書の説
せつめい

明・注
ち ゅ う い じ こ う

意事項を守
まも

らずに発
はっせい

生した故
こしょう

障や破
は そ ん

損は有
ゆうりょうしゅうり

料修理となります！

■ 操
そ う さ

作可
か の う

能距
き ょ り

離：約
やく

３m
メートル

本
ほんたい

体

■ 使
し よ う

用電
で ん ち

池：単
たん

3形
がた

電
で ん ち

池×３本
ぼん

（別
べ つ う

売り）
※アルカリ乾

かんでんち
電池の使

しよう
用を推

すいしょう
奨します。

※単
たん
３形
がた
充
じゅうでんしき
電式電

でんち
池も使

しよう
用できます。

■ 連
れんぞく

続使
し よ う

用時
じ か ん

間：約
やく

3時
じ か ん

間

（新
しんぴん

品アルカリ乾
かんでんち

電池使
し よ う じ

用時）

ワニワニガン

■ 使
し よ う

用電
で ん ち

池：単
たん

3形
がた

電
で ん ち

池×２本
ほん

（別
べ つ う

売り）
※アルカリ乾

かんでんち
電池の使

しよう
用を推

すいしょう
奨します。

※単
たん
３形
がた
充
じゅうでんしき
電式電

でんち
池も使

しよう
用できます。

■ 連
れんぞく

続使
し よ う

用時
じ か ん

間：約
やく

６時
じ か ん

間

（新
しんぴん

品アルカリ乾
かんでんち

電池使
し よ う じ

用時）

※連
れんぞくしようじかん
続使用時間はあくまで目

めやす
安です。電

でんち
池メーカー、使

しよう
用 状
じょうきょう

況
などによって異

こと
なります。

トリガー

ビームが発
はっしゃ

射されます。
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ワニワニガンに電
で ん ち

池をセットする

① ワニワニガン底
そこめん

面の電
で ん ち

池カバーのネジをプラスドライバー
でゆるめ、電

で ん ち

池カバーを開
あ

けます。

② 単
たん

3形
がた

アルカリ電
で ん ち

池２本
ほん

を、＋－ ( プラス マイナス ) が
イラストと同

おな

じになるように正
ただ

しくセットします。

③ 電
で ん ち

池カバーを取
と

り付
つ

け、プラスドライバーでネジをしっかり
しめます。

本
ほんたい

体に電
で ん ち

池をセットする

① 本
ほんたい

体裏
うらめん

面の電
でんげん

源スイッチが O
オ フ

FF になっていることを
確
かくにん

認します。

ON

OFF

② 本
ほんたい

体裏
うらめん

面の電
で ん ち

池カバーのネジをプラスドライバーで
ゆるめ、電

で ん ち

池カバーをはずします。

③ 単
たん

3形
がた

アルカリ電
で ん ち

池３本
ぼん

を、＋－ ( プラス マイナス ) が
イラストと同

おな

じになるように正
ただ

しくセットします。

④ 電
で ん ち

池カバーを取
と

り付
つ

け、プラスドライバーでネジを
しめます。

スリープモード

本
ほんたい

体は電
でんげん

源スイッチをO
オ ン

Nにしたまま約
やく

5 分
ふんかん

間放
ほ う ち

置するとスリープモードになります。スリープモードになると、電
で ん ち

池の
消
しょうもう

耗を少
すく

なくするため操
そ う さ

作ができなくなります。エナジーボタンを押
お

すか、電
でんげん

源スイッチをO
オ フ

FF にして再
さ い ど

度O
オ ン

Nにすると
スリープモードは解

かいじょ

除されます。
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4

操
そ う さ

作方
ほうほう

法

① 本
ほんたいうらめん

体裏面の電
でんげん

源スイッチを O
オ ン

N にします。ピピピッと
音
おと

が鳴
な

ります。

ON

OFF

② エナジーボタンを押
お

します。
イタイワニーが動

うご

き出
だ

したらゲームスタート！動
うご

き回
まわ

る
イタイワニーをワニワニガンで撃

う

ちます。

③ イタイワニーの背
せ な か

中のエナジーボタンが点
てんとう

灯中
ちゅう

にねらい
撃
う

ちしてダメージをあたえよう！

※ビーム（赤
せきがいせん

外線）は見
み

えません。イラストはイメージです。

イタイワニーがダメージを受けると大
おお

きな声を出して
カラダを前

ぜ ん ご

後にゆらします。

④ ゲームを一
いちじちゅうだん

時中断するときはエナジーボタンを押
お

します。
もう一

い ち ど

度押
お

すとゲームが再
さいかい

開します。

※ゲームを一
いちじちゅうだん

時中断するとレベル1に戻
もど

ります。

⑤ ゲームを終
しゅうりょう

了するときは本
ほんたいうらめん

体裏面の電
でんげん

源スイッチをO
オ フ

FF
にします。

ON

OFF
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ゲームレベルについて

① イタイワニーの動
うご

き回
まわ

るスピードは３段
だんかい

階。
エナジーボタンにビームを5回

かい

当
あ

てると、イタイワニーが背
せ な か

中を光
ひか

らせながらレベルアップサウンドを鳴
な

らします。

レベル
アップ！

× �回かい

 レベル１ → レベル２ → レベル3

スピード  おそい → 中
ちゅう

くらい → 速
はや

い

当
あ

てる回
かいすう

数  ５回
かい

 → 10回
かい

 → 15回
かい

② レベル3をクリアすると、イタイワニーが背
せ な か

中を光
ひか

らせながらゲームクリアのファンファーレを鳴
な

らしてゲーム終
しゅうりょう

了です。

× ��回かい

ゲーム
クリア

ワニワニガンダブルビーム

ワニワニガンのトリガーをひきつづけると「ピッピッピッ…」と鳴
な

り、パワーをためることができます。
パワーがマックスになると「ピーッ」と鳴

な

ります。
マックスパワーのままイタイワニーのエナジーボタンにビームを当

あ

てると２倍
ばい

のダメージをあたえることができます。

２倍
ダメージ

ばい
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状
じょうたい

態 原
げんいん

因 直
なお

し方
かた

参
さんしょう

照ページ

本
ほんたい

体が動
うご

かない。 本
ほんたい

体またはワニワニガンの電
でんち

池の＋－（プラ
スマイナス）が正

ただ

しくセットされていない。
電
でんち

池を正
ただ

しくセットし直
なお

してください。 3ページ

本
ほんたい

体の電
でんち

池が消
しょうもう

耗している。 すべて新
あたら

しい電
でんち

池と交
こうかん

換してください。 3ページ

ワニワニガンの電
でんち

池が消
しょうもう

耗している。 すべて新
あたら

しい電
でんち

池と交
こうかん

換してください。 3ページ

本
ほんたい

体の電
でんげん

源スイッチがO
オ フ

FF になっている。 本
ほんたい

体の電
でんげん

源スイッチをO
オ ン

Nにしてください。 4ページ

本
ほんたい

体のタイヤに髪
かみ

の毛
け

やほこりなどの異
いぶつ

物が
からまっている。

異
いぶつ

物を取
と

りのぞいてください。 －

赤
せきがいせん

外線が届
とど

いていない。 ワニワニガンをしっかり本
ほんたい

体に向
む

けて、
操
そうさかのうはんいない

作可能範囲内で操
そ う さ

作してください（屋
おくない

内
約
やく

３m
メートル

）。

4ページ

本
ほんたい

体が勝
か っ て

手に動
うご

く。
操
そうさ

作ができない。
他
ほか

の製
せいひん

品のリモコンや、太
たいようこう

陽光、蛍
けいこうとう

光灯など
の影
えいきょう

響を受
う

け、赤
せきがいせん

外線が誤
ご さ ど う

作動している。
他
ほか

の製
せいひん

品のリモコンを同
ど う じ

時に操
そ う さ

作しない
でください。また、蛍

けいこうとう

光灯から遠
とお

ざけ、
太
たいようこう

陽光が入
はい

らない場
ばしょ

所で操
そうさ

作してください。

－

故
こしょう

障かなと思
おも

う前
まえ

に

遊
あそ

んだあとは

本
ほんたい

体裏
うらめん

面の電
でんげん

源スイッチをO
オ フ

FF にして電
で ん ち

池をはずします。
ワニワニガンの電

で ん ち

池をはずします。

ON

OFF
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ご購
こうにゅう

入いただいた製
せいひん

品に初
し ょ き

期の不
ふ ぐ あ い

具合がありましたら、【株
かぶしきがいしゃ

式会社シー・シー・ピー　サービスセンター】にご相
そうだん

談ください。

※修
しゅうり

理をサービスセンターにお申
もう

し込
こ

みいただいてからお客
きゃくさま

様に発
はっそう

送するまで、通
つうじょう

常 10 ～ 14 日
か

ほどかかります。
年
ねんまつねんし

末年始・ゴールデンウィークなど、時
じ き

期によっては混
こ

み合
あ

いさらに日
にっすう

数がかかるときがあります。あらかじめご了
りょうしょう

承く
ださい。

修
しゅうり

理について

修
しゅうり

理を依
い ら い

頼されるときは、もう一
い ち ど

度取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書の「故
こしょう

障かな？と思
おも

う前
まえ

に」をよくご確
かくにん

認ください。それでも異
いじょう

常があるときは、
【株

かぶしきがいしゃ

式会社 シー・シー・ピー　サービスセンター】にご相
そうだん

談ください。修
しゅうり

理により製
せいひん

品の機
き の う

能が維
い じ

持できるときには、お客
きゃくさま

様
のご要

ようぼう

望により有
ゆうりょう

料にて修
しゅうり

理を承
うけたまわ

ります。

●修
しゅうりひん

理品発
はっそう

送の前
まえ

に、本
ほんたい

体とワニワニガンの電
で ん ち

池が消
しょうもう

耗していないかかならずお調
しら

べください。
●修

しゅうりひん

理品の発
はっそうじ

送時には、本
ほんたい

体とワニワニガンの電
で ん ち

池をかならずはずしてください。

〒135-0064　東
とうきょうと

京都江
こうとうく

東区青
あ お み

海3-2-17ワールド流
りゅうつう

通センターA棟
とう

 ユニエックス倉
そ う こ

庫内
ない

　TEL：03-3527-8866
電
で ん わ

話受
うけつけ

付時
じ か ん

間：月
げつ

～金
きんようび

曜日（祝
しゅくさいじつ

祭日は除
のぞ

く）9:30～ 12:00／ 13:00～ 17:00

※電
でんわばんごう
話番号をよくお確

たし
かめのうえ、お間

まちが
違いのないようにご注

ちゅうい
意ください。

株
かぶしきがいしゃ

式会社 シー・シー・ピー　サービスセンター

アフターサービスについて
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